
１．研究の背景

広島県のカキ養殖に係る流出プラスチック問題の解決は喫緊の問題であり，特に垂下用邑楽スチックパ
イプや発泡フロート等の養殖器具の意図しない流出を含めて対策が望まれている。現状の対応が不十分
であるものの，現状の生産規模を維持できる有効な代替手段は詮索状態であり示されていない。牡蠣の垂
下式養殖は海中でむき出しでありあるため，水揚げ時の取り扱いが簡易であり，潮通しが良く効率的な収
穫ができる一方，幼牡蠣期における魚類等からの食害や成長途中での剝離落下に対しての対策が困難で
ある。元よりある程度の落下をも混んで養殖することから，養殖資源を大量消費する傾向がある。

２．研究目的

本研究は広島県におけるカキ養殖の養殖器具が他地域への海洋流出を防ぎ，回収可能とすることでマ
テリアル回収とリサイクルを促進し，発泡スチロールフロート減耗流出を防ぎ，現在退役時にリサイクル可
能な素材の試作運用を行う。併せて養殖資材の改良により成長の促進を試み，落ち牡蠣による底質悪化
を防止することに取り組む。

３．研究の成果
・ 水槽実験により落ち牡蠣の負荷発生や硫化物の発生量等について明らかにした。垂下式養殖のパイプ
の流出と落ち牡蠣落下をの防止するネット籠の開発と実地試験を行い，実地検証による歩留まり向上によ
る養殖カキ水揚げ生残率の向上の検証ができた。歩留りや水揚げ量の増加により，養殖器具の使用量の
削減とネットによる落ち牡蠣落下防止が可能であることがわかった。課題は脱着に手間がかかることから
実運用に限りが出そうであることがある。
・ パイプと並んで流出量が多く，回収が困難な広島式牡蠣垂下養殖特有のプラ製ワッシャ（垂下連末の留
め具）をPPから生分解性樹脂化し，複数の樹脂より検討の結果，海洋分解性がありかつ海中で形状保持
にある程度持続性の見込める，酢酸セルロースを選定し，現在の金型を利用し試作品を作成した。
・ 発泡PSフロートについて，生物等の浸食破壊を防止しするため，硬質プラスチック被覆のフロートと，こ
れまでフロートでの使用実績のない純ポリウレア樹脂でコーティングしたものを試作，実地試験を行い，運
用や発泡屑流出に問題がないことを確認した他，経年強度等の参考とするため，小型試験体で超促進型
耐候試験と衝撃試験を行い，１０年以上の耐久性が見込めることを確認した。また，水分浸透による浮力
低下を防ぐことができることから，使用数も現行型よりも削減が見込めることがわかった。

４．データなど

環境負荷軽減型のカキ垂下式養殖の実証
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耐候性試験・衝撃強度試験・ポリウレア塗布物の性状試験

＊物理化学的性状：
TG-DTA（熱的変性点）
変性の開始点：294.5℃
変性の終了点：380.7℃
発熱反応による変性

生分解性かき養殖漁具ワッシャの試作

プラ器具流出防止・落ち牡蠣防止籠の試作運用
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